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る」との認識から「働きやすく、子育てもしやすい」

仕組みを政府に頼るだけでなく、社会も企業も責任

をもって対策を行い、実行していくことを、多くの

経営者や識者も提言しています。

　日本のよりどころは「経済の競争力」にあります

が、日本の強みは「モノづくり」であり、その中心

は愛知を中心としたこの地方にあります。しかし、

「モノづくり」も今や、中国へ移ろうとしています。

現在、日本の頭脳のハイテク技術は世界のトップク

ラスにあり、これが維持される限り、技術の優位性

を保ち「中国の大量生産工場と共存」していくこと

ができますが、これは今後の課題であります。愛知

は今、日本で一番元気が良いと言われています。そ

れは江戸時代から「モノづくり」の技術の伝統（か

らくり人形など）と、バブル時代も本業にいそしん

できたことにあります。その愛知は今年、「中部国

際空港の開港」と「愛知万博の開催」を迎えます。

　中部大学は今年開学41周年を迎えます。そして、

昭和59年以来20年間進めてきた総合大学化のしめ

くくりの学部とも言うべき「生命健康科学部」（「生

命医科学科」と「保健看護学科」）を第6番目の学部

として文部科学省に本年6月に設置認可申請を行い

ます。「生命健康科学部」は大変厳しい、荷の重い

学部であり、リスクもあります。しかしこの学問教

育分野は、これからの日本の社会が必要とする分野

であり、中部大学が更に特色のある充実した総合大

学として、社会の評価を高めるためにも必要な学部

です。中部大学が名実共に中部圏屈指の私立総合大

学の地位を確保する道であると考えます。また、平

成17年度から「大学院応用生物学研究科」と「食品

栄養科学科」を開設します。

　昨年から工事を進めてきた「33号館」と「総合研

究センター」、県道からの取付道路「松本跨道橋」（＝

春日井市道5995線のこと、春日井市長命名）がいず

れも3月に完成します。また、この1月から新学部

の校舎として、「50号館・51号館」と「実験動物研

究センター」、職員駐車場の振りかえと学生駐車場

の整備・増設のための「立体駐車場」の建設にも着

手します。その他、大学の課題としては、既設の5

学部19学科の教育研究内容の更なる充実です。事務

組織もこれらの諸課題を支える事務局として、更に

組織・人事・施設設備の面で対応していかなければ

なりません。創造的な業務面の改善・改革・人事の

対応を行っていきますので、何卒ご協力・ご提案を

お願いいたします。

　現在、日本の私立大学は、2009年に向かって最も

厳しいと言われる少子化「最後の5年」に突入し、私

立大学は3極化から更に4極化へと進みます。国立

大学も法人化して2年目を迎えます。今年はわが学

園にとっても大学にとっても正念場のときです。

　新学部が完成年度を迎える2009年には、中部大学

は春日井キャンパスで6学部21学科、約1万人の学

生を有する大学となります。そして予定どおり進め

ば、大学院博士課程が完成時を迎える2014年に中部

大学は創立50周年を迎えます。

　創立者三浦幸平先生は、大学の建設に入る昭和34

年（1959年）に「大学が大学らしくなるには50年

かかる」とおっしゃいましたが、その50年となりま

す。どうか、この2005年が、中部大学にとって希望

が持てる年となり、そして、大学の将来にかかわる

重要な1年であることをしっかり認識され、各位に

おかれましては、十分健康に留意され、ベストを尽

くしてください。

大学教育研究センター講演会
「全人教育」飯吉厚夫学長が講演

　1月13日、大学リサーチセンターで大学教育研究

センター主催の講演会が開催された。飯吉厚夫学長

は「全人教育を考える」と題して、本学の学長になっ

て以来考え続けてきた教育とは何か、大学とは何か

について、教職員に講演を行った。

　これから大学は学問と教育の両面で大きく変わら

なければならない。そのためには大学とは何かにつ
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いて、一度原点に戻って考える必要がある。大学の

原点は紀元前387年ごろのプラトンのアカデミアま

でさかのぼるが、そこは学問の殿堂であり、人間教

育の場であった。学を総合したものが学問であり、

魂（知・情・意）の人間教育が中心でこれこそが大

学の原点である。

　では現在の大学の問題点は何か。まず学があまり

にも細分化・専門化されすぎて学問が総合化されな

くなった。つまり木をみて森が見えないという状態

になっており、さらに教育が知識偏重になってしま

い、人間力の部分が軽視されてきた。

　これからは国民に親しまれる大学づくりを目指す

べきである。そのために学問を再構築して万人のた

めの学問とし、知識偏重から人間力（知性・感性・

技能・体力）を重視した全人教育をすべきである。

　講演の中で千谷 子名誉教授・桐山雅子助教授

（学生相談室）・手塚麻美助教授（健康科学教室）・田

中淳子元助教授による特別研究C「大学教育を考え

る」―知に偏らない教育・人間としての発達をすす

める総合教育―についても紹介があった。

　最後に中部大学はこれから大学の原点である学問

の殿堂と全人教育を柱とした教育を通して新しい中

部大学を再生することが必要ではないか―これこそ

平成版大学のルネサンスをもたらす先駆となるであ

ろうと語った。

「元気で長生き」を支える科学
日本機能性食品医用学会

　わが国の高齢化は急速に進んでいるが、欧米も程

度の差こそあれ同様の傾向にある。このような状況

下、「元気で長生き」を支える食品成分が世界的に

注目されている。これらの成分を含むものを機能性

食品と呼んでおり、いわゆる健康食品が該当する

が、果たしてその効果がどの程度科学的に立証され

ているかというと甚だ心もとないのが現状である。

そこで、健康維持あるいは疾病に対する抵抗性、予

防効果、病態からの回復を促進する食品成分等を科

学的に明らかにし、医用面でも積極的に活用しよう

という趣旨で2002年に設立されたのが、日本機能性

食品医用学会（理事長・小越章平高知医科大学名誉

教授）である。

　この第3回総会（会長・永井和夫）が12月4日に

大学三浦幸平メモリアルホールで開催された。臨床

医、臨床栄養士を中心に、医・薬・農・工・理学関

係の研究者、技術者約230人の参加者のもと、2つ

の特別講演、シンポジウムおよび25の一般演題発表

が行われ盛会であった。本学応用生物学部の学生約

30人も参加し、会場設営や進行補助ばかりでなく演

題発表や講演の討論にも加わった。その熱意と積極

性が多くの参加者から賞賛されたのは望外の喜びで

ある。本学会の活動内容は、生命・健康を対象とし

て計画されている新学部との関連も深く、今後の発

展が期待される分野である。

　本総会開催に当たり、懇親会でごあいさつをいた

だいた飯吉厚夫学長はじめ大学関係部署より多大な

ご支援をいただいたことに感謝いたします。

（大学教授　応用生物化学科　永井和夫）

日本機能性食品医用学会総会
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